




















































































































































































































































































































































































???????????????? ?? ?????? ? ? ? ?? ??
害に遭わない方法を身につけることを目指し，
「セカンド・ステップ」では，他人に暴力を振
るわない方法を身につけることを目指す???。
　すぐ切れて暴力を振るうことがないようにキ
レない子を育てることを目指す「セカンド・ス
テップ」では，次の３つのことがトレーニング
される。
①　怒りの感情を抑える。（自己コントロール）
②　相手の立場を考える。相手の感情・思いを
考える。（自己と他者への理解）
③　相手と課題を解決する。（自己と他者との
共働）
　この根底にあるのが，ありのままの自己・他
者に向き合い，受け止めることである。上述の
３つを別様にいうと，以下のようになる。
❶ “怒り”を自覚してコントロールする。
❷　お互いに自分の気持ちを伝える。
❸　問題を解決する方法を考える。
　❶の怒りをコントロールし，抑える具体的方
法として，次の（ア），（イ），（ウ）の３つが挙
げられる。
（ア）３回呼吸をする。
（イ）ゆっくり５まで数える。
（ウ）自分自身に「落ちついて」と言い聞かせ
る。
　この自己によるコントロールでは，ことばは
最小限，単純化された自分への言い聞かせしか
ない。それにより身体が落ち着いたところで，
つまりは，心が平安になったところで自分と
相手（他者）の気持ち・立場を考え，双方での
問題解決のための考えを展開するということに
なる。考えが展開される段階では，言葉を交わ
しながら考えが深まる。
　つまり，ことばがいきなり内面の中で飛び交
うのでもなく，外面的に相手にたくさん発せら
れ，様々な思考が同時に展開するのでもない。
❶の（ア），（イ），（ウ）の定式化された最小限
のことば（自分への言い聞かせ）が，自己の身
体コントロールを呼び起こす。自分への言い聞
かせとしてのことばは自分の意識（心）の志向
性であり，それにより身体のコントロールを体
現できたとき，心と身体は一つになっている。
心と身体の一体化ができたところで，次に，❷
と❸の定式化されたことばが，自分への言い聞
かせとして，意識（心）の中で発せられ，相手
（他者）の立場・気持ちを考え，気持ちを伝え
あい，問題解決の方法を相手と考えるという❷
と❸のことばの身体化（行為化，現実化）が目
指される。
?????
　道徳，道徳性，道徳的価値の身体化こそが，
人間における道徳，道徳性，道徳的価値の表出
に他ならない。それは，大きく，身体活動その
ものと身体から発する「ことば」から成る。
　しかし，身体を自己コントロールし，知・情・
意を主体的に働かせることができるという意味
での自律なくして，道徳性の身体化，つまり，
道徳的行為は成立しない。感情のコントロール
はそうした自律の一例といえる。そこで，身体
という視点から人間をみたとき，自律はいかに
して成立しうるのかということを考究すること
が今後の課題となる。
（続く）
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